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「棚田と姨捨山№1」©信州千曲観光局

台風19号の影響により
千曲川の堤防決壊

出典：国土地理院ウェブサイト
長野県長野市大字穂保付近の被害箇所1
（令和元年10月13日撮影）

新元号「令和」の出典は万葉集の歌と発表されています。
姨捨（おばすて）の棚田は月見の名所として万葉集にも詠まれた場所で、
今日では「重要文化的景観」や「日本の棚田百選」に選定されています。

令和元年度組織概要／
令和元年度事業計画・収支予算書／
平成30年度事業報告・収支決算書／
台風19号の被災状況／
人事異動／プレゼントほか

都合により特集記事及び
連載記事「事業所リレー
トーク」「チャレンジアクショ
ン」、「つれづれ福祉」は今
号休載させていただきます。

令和元年10月12日から13日にかけ日本列島を襲った「台風19
号」は各地に大きな爪痕を残しました。この台風では記録的な
大雨による川の氾濫が相次ぎ、長野市では信濃川水系「千曲川
（ちくまがわ）」の堤防が決壊しました。これにより当事業団では
サンアップルを含め6事業所が浸水被害を受け、現在も復旧の目
途が立っていない状況が続いています。幸い、利用者・職員とも
に大きな人的被害はありませんでしたが課題は山積しており、今後
の対応について検討を進めています。（詳細６～７ページに記載）

　
「
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
、
一
人
ひ
と

り
が
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
た
、
清
々
し
い
響
き

の
「
令
和
」
が
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
過
ぎ
ゆ
く
時
代
に
思
い
を
馳

せ
、
ま
た
夢
や
希
望
を
想
い
描
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

長
野
県
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ

ン
ア
ッ
プ
ル
」
は
平
成
10
年
の
長
野
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
年
に
合
わ
せ
、
同
年
４
月
１
日
に
開

所
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
活
動
等
を
通

じ
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
健
康
の
増
進

や
、
生
き
が
い
の
実
現
、
社
会
参
加
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
身
近
な
場
所

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
・
な
い
人
の
枠

を
超
え
た
活
動
や
、
交
流
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
事
業
団
で
は
、
平
成
29
年
度
策
定

の
第
３
次
長
期
構
想
の
も
と
、
経
営
理

念
「
誰
も
が
笑
顔
で
輝
く
社
会
を
創
造

し
ま
す
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
被
災
に
加
え
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
情
勢

や
、
国
内
で
は
人
口
減
少
・
高
齢
化
社

会
・
働
き
方
改
革
・
労
働
力
不
足
（
人

材
確
保
困
難
）
な
ど
、
数
多
く
の
社
会

問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ

も
事
業
団
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
改
め
て
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
を

含
め
18
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
つ
つ
、
我
々
職
員
一
人
ひ
と
り

が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
前
向
き
か
つ

建
設
的
に
意
見
、
議
論
し
合
い
、
一
つ

ひ
と
つ
の
改
善
や
課
題
解
決
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
に
込
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
が
叶
う
よ
う
歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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【障がい者福祉センターブロック】
①水

みのちそう

内荘
・�施設入所支援事業（定員40人）、生活介護事業（定員60人）
・短期入所事業（併設型６人）、相談支援事業（一般・特定）

②みのちグループホームセンター
・�共同生活援助事業（12ホーム　定員65人）

③歩
ふ

楽
ら

里
り

・�相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）、放課後等デイサービス事業（定員10人）
・�居宅介護事業（行動援護・身体介護・家事援助・通院介助）、
地域生活支援事業ほか

④八
や

雲
ぐも

日
び

和
より

・生活介護事業（定員20人）、�就労継続支援B型事業 （定員20人）

⑤小
こ

春
はる

日
び

和
より

・�就労移行支援事業（定員6人）、�就労継続支援B型事業 （定員14人）

ブロック長	 小島　健一 （水内荘所長）
副ブロック長	 板倉　吉子 （八雲日和所長）

【長野ブロック】

⑳障がい者スポーツ支援センター駒ヶ根
　「サンスポート駒ヶ根」
・�サンアップルの南信サテライト事業所

⑲障がい者スポーツ支援センター長野
　「サンスポートながの」
・�サンアップルの北信サテライト事業所

⑱�長野県障がい者福祉センター
　「サンアップル」
・�障がい者のスポーツ・文化活動支援事業

���障がい者スポーツ支援センター松本
　「サンスポートまつもと」
・�サンアップルの中信サテライト事業所

�障��がい者スポーツ支援センター佐久
　「サンスポート佐久」
・�サンアップルの東信サテライト事業所

ブロック長　　佐藤　靖
　　　　　　　（障がい者福祉センター所長）
副ブロック長　山﨑　珠美
　　　　　　　（障がい者福祉センタースポーツ課長）

⑫伊那ゆいま～る
・�生活介護事業（定員15人）、就労継続支援Ｂ型事業（定
員２０人）、相談支援事業（特定）

⑭辰野町障がい者就労支援センター
　「工房ぬくもり」
・�就労継続支援Ｂ型事業（定員20人）、相談支援事業（特定）

⑮辰野町地域活動支援センター
　「つむぎ」
・�地域活動支援センター事業（定員20人）

⑬ほっとジョイブ
・�生活介護事業（定員20人）、就労支援B型事業（定員20
人）、相談支援事業（特定）

⑪ほっと上伊那
・�共同生活援助事業（24ホーム　定員128人）、居宅介護事
業（身体介護・家事援助・通院介助）、行動援護、地域
生活支援事業

【上伊那北部ブロック】

ブロック長　　宮下　敦志
　　　　　　　（伊那ゆいま～る所長）
副ブロック長　三澤　淳子
　　　　　　　（ほっとジョイブ所長）

⑦信濃学園
・�福祉型障害児入所施設（定員30人）
・�短期入所事業（空床型）、日中一時支援事業
・�施設入所支援事業・生活介護事業
　※�18歳以上対象、障害児入所事業の定員内で実施

⑧松本あさひ学園
・�児童心理治療施設（入所30人、通所5人）

⑨松本ひよこ
・�生活介護事業（定員21人）
・�就労継続支援B型事業（定員18人）、相談支援

事業（一般・特定・障害児）
・�共同生活援助事業（4ホーム定員23人）
・�重度障害者等包括支援事業（定員5人※生活介
護事業、共同生活援助事業に含む）

⑩大北圏域障がい者就業・生活支援センター「しぇるぱ」
・�障害者就業・生活支援事業

【松本ブロック】

ブロック長　　岡田　菊夫
　　　　　　　（松本あさひ学園所長）
副ブロック長　北澤　和明
　　　　　　　（松本ひよこ所長）

⑯西
にし

駒
こま

郷
ごう

平成31年4月1日現在

・�施設入所支援事業（定員123人）、短期入所事業（空床型／併設
型2人）

・�生活介護事業（定員160人）
・�就労継続支援A型事業（定員20人）
・就労継続支援B型事業（定員54人）、就労移行支援事業（定員6人）
　相談支援事業（一般・特定）

（駒ヶ根支援事業部、宮田支援事業部） ⑰上伊那圏域障がい者総合支援センター
　「きらりあ」
・�相談支援事業（受託・一般・特定・障害児）、障がい児等療育
支援事業

・�発達障がいサポートマネージャー整備事業、障害者就業・生
活支援センター事業 ほか

【上伊那南部ブロック】

ブロック長　　塩沢　総夫（西駒郷所長） 副ブロック長　　藤原　香澄（上伊那圏域障がい者総合支援センター専門幹）

⑥長野市地域活動支援センターこぶし
・�地域活動支援センター事業（定員15人）

本部事務局
・�事業団が経営する各事業所の管理
運営における調整

・�介護福祉士修学資金等貸付事業　
ほか

�

※兼務のある職員の所属・職名は主たるものを掲載
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令和元年度　事業計画・収支予算書

令和元年度　長野県社会福祉事業団収支予算書

令和元年度　長野県社会福祉事業団重点施策

（単位：千円）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

児童福祉事業収入 200,843 199,000 1,843

就労支援事業収入 112,817 112,284 533

障害福祉サービス等事業収入 2,491,535 2,658,278 △ 166,743

貸付事業収入 3,124 29,839 △ 26,715

その他の事業収入 321,914 313,130 8,784

経常経費寄附金収入 15 30 △ 15

受取利息配当金収入 777 735 42

その他の収入 22,850 23,782 △ 932

事業活動収入計(1) 3,153,875 3,337,078 △ 183,203

支
　
出

人件費支出 2,241,338 2,242,779 △ 1,441

事業費支出 736,729 1,006,204 △ 269,475

事務費支出 409,810 537,087 △ 127,277

就労支援事業支出 112,817 112,284 533

支払利息支出 1,038 1,911 △ 873

その他の支出 16,647 18,172 △ 1,525

事業活動支出計(2) 3,518,379 3,918,437 △ 400,058

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) △ 364,504 △ 581,359 216,855

科　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

施設整備等補助金収入 1,400 0 1,400

設備資金借入金収入 5,400 500 4,900

固定資産売却収入 0 203 △ 203

その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計(4) 6,800 703 6,097

支
　
出

設備資金借入金元金償還支出 20,247 18,680 1,567

固定資産取得支出 4,438 6,472 △ 2,034

ファイナンス・リース債務の返済支出 706 2,118 △ 1,412

施設整備等支出計(5) 25,391 27,270 △ 1,879

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △ 18,591 △ 26,567 7,976

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

積立資産取崩収入 450,215 678,009 △ 227,794

その他の活動による収入 13,823 0 13,823

その他の活動収入計(7) 464,038 678,009 △ 213,971

支
　
出

積立資産支出 66,340 64,528 1,812

その他の活動支出計(8) 66,340 64,528 1,812

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 397,698 613,481 △ 215,783

予備費支出(10) 3,288 4,700 △ 1,412

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) 11,315 855 10,460

前期末支払資金残高(12) 648,040 577,182 70,858

当期末支払資金残高(11)+(12) 659,355 578,037 81,318

１ サービス提供体制の検討

①「ブロック会議」の開催により、各ブロックの課題解決や職員研修等を推進します。
②�「重度包括等支援の改善検討委員会」を立ち上げ、重度包括支援事業の効率的経営及び波田しなのハイツ（松本ひよこ）の方向性
について検討します。

③�自閉症及び重度知的障がいをはじめとした発達障がい児・者に対する理解と支援力向上を図るため、先進的な取組を行っている施
設への長期派遣研修を実施します。

　労働基準法の見直しや雇用形態に関わらない公正な待遇確保に向け、現状を的確に把握し、改善に向けた検討を行います。

　法人全体の方向性を明確にし、積極的に地域・社会貢献事業に取り組んでいきます。

　経営基盤の強化と課題であった高齢者支援のノウハウ獲得、新たな事業展開を推進するため、「社会福祉法人豊智福祉会（長
野市）」との合併に向け、「豊智福祉会統合検討委員会」が中心となって手続きを進めます。

　利用者の重度化・高齢化への対応を含めた、今後の地域移行や地域生活の支援体制等のサービス提供体制について検討を踏ま
えた取り組みを実施します。

２ 「働き方改革」の推進

４ 地域における公益的取組

①�長時間労働をなくし、年次有給休暇を取得しやすくすること等によって、個々の事情にあった多様なワーク・ライフ・バランスの
実現を目指します。

②�どのような雇用形態を選択しても、待遇に納得して働き続けられるようにすることで、多様な働き方を「選択」できるようにします。
③�「改善提案委員会」を立ち上げ、昨年度実施した「職員満足度アンケート」の懸案事項を抽出し、改善を図るための検討を行います。

①現在実施している取組
　・「信州あんしんセーフティネット事業」（生活困窮者等への緊急支援を提供）
②既存事業の転化による取組
　・中山間地の住民への食材等販売　等
③高齢者、障がい者等の孤独を解消する取組
　・独居老人宅の安否確認（弁当配達）　・施設開放　等

３ 他法人との合併

やまなみ 20193



平成３０年度　事業報告

新たに設定した法人理念『誰もが笑顔で輝く社会を創造します』～夢・情熱・連携が織りなす豊かな暮らし～に基づき作成した
「第３次長期構想（平成29年4月から令和34年3月までの5年間）」に沿って事業を推進しました。

❷　経営基盤の安定強化
・他法人との統合
社会福祉法人豊智福祉会と長野県社会福祉事業団の合併について、利用者の急激な高齢化への対応と職員の安定的確保、また共生
型サービスの新規事業と既存事業の充実が図れると判断し準備を進めました。なお、平成31年3月29日、両法人の理事・評議員会
において確認書の承認を得ました。

❶　経営・組織体制の確立
・監査の実施による内部統制の継続
下記内部監査及び外部機関による監査、指導の受審による内部統制を図りました。

実 施 機 関 監査内容

本部事務局 各事業所の事業及び予算執行状況の確認、グループホーム預り金に関する監査、指導及び助言を実施しました。

監　　 事 事業報告、計算関係書類及び財産目録に関する監査を受審しました。

会計監査人 適正かつ公正な収入・支出の管理、財務情報の信頼性向上、業務の効率化、経営の適正化などの実現を図るため、
経理業務の監査を受審しました。支払い科目、立替金の相殺処理について修正するよう指摘がありました。

内部監査室
虐待防止委員会の改善等の提案があり「利用者に対する人権侵害防止」及び「働きがいのある職場づくり」に関す
監査を受審しました。また、働き甲斐のある職場への取り組みでは行動目標及び職員セルフチチェックの活用が提
案されました。

外部評価者 実施事業所
信濃学園

福祉サービスの提供体制及び内容について評価を受審しました。
西駒郷

❹　各事業所の特記事項
・３事業所を「ほっと上伊那」に統合
「ほっとグループホーム伊北」「ほっとグループホーム伊南」「ほっと居宅」の３事業所を
「ほっと上伊那」として統合し、支援体制の充実と事務業務の効率化を図りました。

・「ほっとジョイブ」の開所
「ほっと・ワークスみのわ」（箕輪町）を移転し、生活介護事業と就労継続支援B型事業を
併せ持つ多機能型事業所「ほっとジョイブ」（南箕輪村）を開所しました。

・「西駒郷」及び「障がい者福祉センター」の指定管理再受託
「西駒郷」及び「障がい者福祉センター」の指定管理者申請を行い、次年度から5年間の
指定を受けました。

❸　働き甲斐のある職場づくり
・職員処遇改善について
働きやすく、活気ある職場環境をつくるため、全職員を対象に満足度アンケートを実施しま
した。なお、得られた課題等については次年度、事業団委員会等にて改善検討案を策定、経
営委員会等へ提案し改善に努めます。

・人材の確保
新規採用職員応募者の減少に対応するため、県内外の大学、短大、専門学校等へ訪問や関係
機関が主催する職場説明会への参加、他の福祉団体と連携し福祉人材確保に取組みました。

・職員への情報提供と意見聴取
日ごろの想いや課題改善案などを提案しやすいよう、役職員等とのミーティングの場を設け
ました。提案については、その場で改善検討を実施、職員全体で知恵を出し合う機会としま
した。なお、具体化に向けた取組は次年度継続審議となりました。

長野ブロック全体研修（事業計画の説明をする和田理事長）
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科目 予算(A) 決算(B) 差異(A)ー(B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

児童福祉事業収入 199,060,000 197,766,844 1,293,156
就労支援事業収入 118,178,000 113,506,988 4,671,012
障害福祉サービス等事業収入 2,650,113,000 2,579,062,871 71,050,129
貸付事業収入 17,719,000 17,715,205 3,795
その他の事業収入 316,423,000 315,498,850 924,150
経常経費寄附金収入 2,103,000 2,132,110 △ 29,110
受取利息配当金収入 781,000 770,764 10,236
その他の収入 27,318,000 26,474,705 843,295
事業活動収入計(1) 3,331,695,000 3,252,928,337 78,766,663

支
出

人件費支出 2,229,623,000 2,141,047,173 88,575,827
事業費支出 797,928,000 770,030,868 27,897,132
事務費支出 537,548,000 512,307,991 25,240,009
就労支援事業支出 118,489,000 112,567,092 5,921,908
支払利息支出 1,720,000 1,115,328 604,672
その他の支出 17,878,000 15,982,290 1,895,710
事業活動支出計(2) 3,703,186,000 3,553,050,742 150,135,258

事業活動資金収支差額(3)=(1)ー(2) △ 371,491,000 △ 300,122,405 △ 71,368,595

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 30,000 30,000 0
設備資金借入金収入 500,000 419,040 80,960
固定資産売却収入 943,000 941,720 1,280
施設整備等収入計(4) 1,473,000 1,390,760 82,240

支
出

設備資金借入金元金償還支出 21,077,000 21,073,401 3,599
固定資産取得支出 26,600,000 24,667,710 1,932,290
ファイナンス・リース債務の返済支出 2,118,000 2,117,664 336
施設整備等支出計(5) 49,795,000 47,858,775 1,936,225

施設整備等資金収支差額(6)=(4)ー(5) △ 48,322,000 △ 46,468,015 △ 1,853,985
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収

支
収
入

積立資産取崩し収入 545,032,000 508,504,247 36,527,753
その他の活動による収入 89,031,000 89,031,000 0
その他の活動収入計(7) 634,063,000 597,535,247 36,527,753

支
出

積立資産支出 371,790,000 370,741,784 1,048,216
その他の活動による支出 1,858,000 1,857,237 763
その他の活動支出計(8) 373,648,000 372,599,021 1,048,979

その他の活動資金収支差額(9)=(7)ー(8) 260,415,000 224,936,226 35,478,774
4,136,000 0 2,228,000

予備費支出(10) △ 1,908,000
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)ー(10) △ 161,626,000 △ 121,654,194 △ 39,971,806
前期末支払資金残高(12) 648,040,000 648,048,492 △ 8,492
当期末支払資金残高(11)+(12) 486,414,000 526,394,298 △ 39,980,298

資金収支計算書
（自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日）

事業活動収支計算書
（自　平成30年4月1日　至　平成31年3月31日）

資産の部 負債の部
科目名 当年度末 前年度末 増減 科目名 当年度末 前年度末 増減

流動資産 907,241,340 1,254,185,264 △ 346,943,924 流動負債 468,294,413 703,229,960 △ 234,935,547
 現金預金 555,224,337 760,054,607 △ 204,830,270 　事業未払金 341,696,958 436,551,879 △ 94,854,921
 事業未収金 346,272,624 347,819,179 △ 1,546,555 　その他の未払金 0 126,313,390 △ 126,313,390
 未収補助金 133,199,000 △ 133,199,000 　1年以内返済予定設備資金借入金 17,800,998 21,038,788 △ 3,237,790
 貯蔵品 204,117 247,550 △ 43,433 　1年以内返済予定リース債務 705,888 2,117,664 △ 1,411,776
 原材料 2,099,641 2,505,018 △ 405,377 　預り金 28,776,841 32,764,371 △ 3,987,530
 立替金 1,020,721 7,974,830 △ 6,954,109 　職員預り金 8,204,320 7,694,221 510,099
 前払金 867,876 970,976 △ 103,100 　前受金 69,282 69,282 0
 前払費用 195,124 228,704 △ 33,580 　仮受金 0 238,611 △ 238,611
 仮払金 1,356,900 1,185,400 171,500 　賞与引当金 71,040,126 76,441,754 △ 5,401,628
固定資産 4,426,452,571 4,429,244,151 △ 2,791,580 固定負債 529,684,257 554,873,442 △ 25,189,185
基本財産 1,159,199,844 1,229,776,753 △ 70,576,909 　設備資金借入金 142,981,921 160,398,492 △ 17,416,571
 土地 84,127,898 84,127,898 0 　リース債務 705,888 △ 705,888
 建物 1,060,071,946 1,130,648,855 △ 70,576,909 　退職給付引当金 288,578,392 292,422,379 △ 3,843,987
 投資有価証券 15,000,000 15,000,000 0 　全事協退職年金共済引当金 98,123,944 101,346,683 △ 3,222,739
その他の固定資産 3,267,252,727 3,199,467,398 67,785,329
 建物 30,132,957 34,298,084 △ 4,165,127
 構築物 32,723,187 34,697,598 △ 1,974,411
 機械及び装置 60,417,995 70,502,762 △ 10,084,767
 車輌運搬具 19,155,676 18,794,184 361,492
 器具及び備品 56,645,255 54,485,847 2,159,408       負債の部合計 997,978,670 1,258,103,402 △ 260,124,732
 有形リース資産 705,888 2,823,552 △ 2,117,664 純資産の部
 権利 2,379,966 2,609,749 △ 229,783 基本金 46,000,000 46,000,000 0
 ソフトウェア 4,611,151 6,057,930 △ 1,446,779 　第一号基本金 46,000,000 46,000,000 0
 長期貸付金 986,926,847 750,936,727 235,990,120 国庫補助金等特別積立金 2,383,308,881 2,490,432,917 △ 107,124,036
 退職給付引当資産 288,578,392 292,422,379 △ 3,843,987 その他の積立金 769,722,540 606,932,485 162,790,055
 貸付原資積立資産 858,420,745 1,130,530,778 △ 272,110,033 　貸付原資積立金 27,621,244 5,795,744 21,825,500
 人件費積立資産 211,033,885 223,577,301 △ 12,543,416 　人件費積立金 211,033,885 223,577,301 △ 12,543,416
 施設整備等積立資産 526,493,576 373,520,124 152,973,452 　施設整備等積立金 526,493,576 373,520,124 152,973,452
 全事協退職年金共済預け金資産 98,123,944 101,346,683 △ 3,222,739 　工賃変動額積立金 3,319,807 3,185,288 134,519
 長期前払費用 605,559 570,070 35,489 　設備等整備積立金 1,254,028 854,028 400,000
 その他の固定資産 85,723,869 98,254,314 △ 12,530,445 次期繰越活動増減差額 1,136,683,820 1,281,960,611 △ 145,276,791
 工賃変動額積立資産 3,319,807 3,185,288 134,519   (うち当期活動増減差額) 17,513,264 △ 2,200,875,250 2,218,388,514
 設備等整備積立資産 1,254,028 854,028 400,000     純資産の部合計 4,335,715,241 4,425,326,013 △ 89,610,772
      資産の部合計 5,333,693,911 5,683,429,415 △ 349,735,504     負債及び純資産の部合計 5,333,693,911 5,683,429,415 △ 349,735,504

貸借対照表
（平成31年3月31日現在）

科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)ー(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

児童福祉事業収益 197,766,844 196,562,865 1,203,979
就労支援事業収益 113,506,988 113,606,577 △ 99,589
障害福祉サービス等事業収益 2,579,062,871 2,468,425,902 110,636,969
貸付事業収益 10,267 42,207,000 △ 42,196,733
その他の事業収益 315,498,850 311,975,520 3,523,330
経常経費寄附金収益 2,132,110 630,000 1,502,110
その他の収益 105,596 793,633 △ 688,037
サービス活動収益計(1) 3,208,083,526 3,134,201,497 73,882,029

費
用

人件費 2,128,578,819 2,051,033,111 77,545,708
事業費 516,785,551 518,017,830 △ 1,232,279
事務費 512,044,471 425,056,537 86,987,934
就労支援事業費用 112,972,469 112,908,815 63,654
減価償却費 127,939,163 111,774,287 16,164,876
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 196,155,036 △ 161,785,878 △ 34,369,158
徴収不能額 0 52,875 △ 52,875
サービス活動費用計(2) 3,202,165,437 3,057,057,577 145,107,860

サービス活動増減差額(3)=(1)ー(2) 5,918,089 77,143,920 △ 71,225,831

サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 770,764 808,786 △ 38,022
その他のサービス活動外収益 26,369,109 35,058,334 △ 8,689,225
サービス活動外収益計(4) 27,139,873 35,867,120 △ 8,727,247

費
用

支払利息 1,115,328 1,573,298 △ 457,970
その他のサービス活動外費用 17,839,527 18,263,429 △ 423,902
サービス活動外費用計(5) 18,954,855 19,836,727 △ 881,872

サービス活動外増減差額(6)=(4)ー(5) 8,185,018 16,030,393 △ 7,845,375
経常増減差額(7)=(3)+(6) 14,103,107 93,174,313 △ 79,071,206

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 30,000 143,078,000 △ 143,048,000
施設整備等寄附金収益 0 5,000,000 △ 5,000,000
固定資産受贈税 3,943,140 36,415 3,906,725
固定資産売却収益 203,000 0 203,000
その他の特別収益 89,031,000 0 89,031,000
特別収益計(8) 93,207,140 148,114,415 △ 54,907,275

費
用

基本金組入額 0 5,000,000 △ 5,000,000
固定資産売却損・処分損 765,983 238,081 527,902
国庫補助金等特別積立金積立額 89,031,000 2,149,786,371 △ 2,060,755,371
その他の特別損失 0 287,139,526 △ 287,139,526
特別費用計(9) 89,796,983 2,442,163,978 △ 2,352,366,995

特別増減差額(10)=(8)ー(9) 3,410,157 △ 2,294,049,563 2,297,459,720
税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 17,513,264 △ 2,200,875,250 2,218,388,514
法人税、住民税及び事業税（12） 0 0 0
法人税等調整額（13） 0 0 0
当期活動増減差額(14)=(11)-（12）-（13) 17,513,264 △ 2,200,875,250 2,218,388,514

繰
越
活
動
増
減
差

前期繰越活動増減差額(15) 1,281,960,611 1,963,396,692 △ 681,436,081
当期末繰越活動増減差額(16)=(14）+(15) 1,299,473,875 △ 237,478,558 1,536,952,433
基本金取崩額(17) 0 0 0
その他の積立金取崩額(18） 64,619,964 1,640,300,675 △ 1,575,680,711
その他の積立金積立額(19) 227,410,019 120,861,506 106,548,513
次期繰越活動増減差額
(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 1,136,683,820 1,281,960,611 △ 145,276,791

平成30年度　収支決算書（法人合算）
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被災前

全壊	 824棟
大規模半壊	 275棟
半壊	 1,190棟

長野市災害対策本部調査
（11月13日現在）

（国土地理院のウェブサイトより作成）

2  
4

3

5

1 イ

1 ア

6

長野県障がい者福祉センター「サンアップル」
区分 被災状況

被災状況
・1階部分浸水
・トレーニング機器等水没
・公用車3台廃車

現況

・復旧に向け長野県と協議中
・11月より館外事業再開
（サンスポートながの）
・令和元年1月開館予定
（一部機能を除く）
・�館内及び備品等の洗浄消毒
実施中

6

▲館内の様子▲推定水位　本館50cm

▲推定水位　トラック150cm

長野市地域活動支援センターこぶし
区分 被災状況

被災状況 ・1階部分浸水（こぶしは2階のため直接的な被害なし）
・公用車2台廃車

現況 ・復旧に向け長野市と協議中
・10/23より一部利用者が他事業所にて活動再開

5

▲推定水位　60cm ▲こぶし玄関

➡

➡

八雲日和
（ほのぼのハウス）

区分 被災状況

被災状況 ・1階部分浸水
・建物破損

現況 ・復旧の目途立たず
・主たる事業所にて活動再開

3

▲建物内はタンス等が散乱▲推定水位　250cm

➡

小春日和
区分 被災状況

被災状況
・1、2階部分浸水
・建物破損
・厨房機器浸水
・公用車4台廃車

現況
・�令和2年4月の再開を目途
に建物改修準備中
・�仮設事務所を設置し活動
再開

4

▲シンボルの「かまど」も浸水 ▲厨房機器は全て泥に浸かった

▲推定水位　295cm

➡
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被災後

台風19号の被害状況
令和元年度

台風19号は県内を10月12日から13日にかけて通過し、各地に甚大な被害をもたらしました。
千曲川の堤防が決壊した長野市では今も避難所生活を余儀なくされている方がいます。
あれから1ヶ月。当事業団各事業所の被害状況と復旧に向けた現況をまとめました。

長野市地域活動
支援センター
こぶし

工房さくら
（八雲日和）

小春日和

千曲川堤防決壊地点

▲おやき室 ▲室内

▲推定水位　325cm

2

5

八雲日和
（ほのぼのハウス）
3

長野県障がい者福祉センター
「サンアップル」
6

4

みのちグループホームセンター1
「コーポやまなみ」イ

みのちグループホームセンター1
「南郷の家」ア

八雲日和（工房さくら）
区分 被災状況

被災状況
・1階部分浸水
・建物破損
・製麺、おやき機器浸水
・公用車2台廃車

現況
・�令和2年4月の再開を
目途に建物改修準備中
・�他事業所スペースにて
活動再開

2

▲あさのホーム

▲コーポやまなみ

◀あさのホーム玄関

みのちグループホームセンター
区分 被災状況

被災状況

ア「南郷の家」床上浸水
イ「コーポやまなみ」床下浸水
ウ「あさのホーム」床下浸水
　 ※地図上の表記なし
・�停電により運営する12ホームの大半の利用者が
水内荘に一時避難

現況 ・11/15より全てのホーム再開

1
➡
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〒380－0928長野市若里七丁目1番7号長野県社会福祉総合センター5Ｆ
tel：026-228-0337fax：026-228-0310
URL：http://park19.wakwak.com/~nagano-shafuku-j/

社会福祉法人

長野県社会福祉事業団

掲載記事の内容等についてのお問い合わせ及びプレゼントの応募はこちらまでお願いします。

事
業
団
だ
よ
り
や
ま
な
み
2019年

V
ol.21発

行
所
：
社
会
福
祉
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
事
業
団
発
行
日
：
令
和
元
年
11月
29日
印
刷
：
第
一
企
画
株
式
会
社

人
事
異
動

事業団だより「やまなみ」の感想や今後掲載してほしい内容等に
ついて、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号を記載のうえ
メールまたは郵便はがきにて本部事務局までお寄せ下さい。1月
末までにお寄せいただいた方の中から抽選で、「松本ひよこ『自
家焙煎コーヒー豆』」を５名の方にプレゼントいたします。
なお、当選発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
（プレゼントの発送は12月頃を予定しています）

松本ひよこ
『自家焙煎コーヒー豆』プレゼント

新
規
採
用

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

水
内
荘
支
援
員
／
杉
野
紘
陽(

支
援
課
）

信
濃
学
園
支
援
員
／
小
松
勇
樹(

支
援
課
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
栄
養
士
／
樋
口
は
る
か(

総
務
課
）、
支

援
員
／
関
由
美
子(

治
療
支
援
課
）、
支
援
員
／
有
賀
涼
太

(

治
療
支
援
課
）

ほ
っ
と
上
伊
那
看
護
師
兼
支
援
員
／
小
池
広
美

伊
那
ゆ
い
ま
～
る
支
援
員
／
桐
生
大
治

ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
支
援
員
／
前
原
洋
子
、
主
事
／
秋
山
顕
之

西
駒
郷
栄
養
士
／
福
澤
明
香(

総
務
課
兼
わ
ー
く
西
駒
）

主
事
／
山
本
寿
子(

総
務
課
）、
竹
前
春
那(

企
画
調
整
課
）

支
援
員
／
松
井
杏(

企
画
調
整
課
）、
小
池
成
明(

企
画
調

整
課
）、
小
川
幸
恵(

さ
く
ら
支
援
課
）、
柴
田
友
菜(

駒
ヶ

根
日
中
支
援
課
）、
堺
澤
美
佳(

駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）、
小

川
泰
生(

駒
ヶ
根
日
中
支
援
課
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
村
上

久
登
美
、
橋
都
松
夫
、
有
賀
愛

事
業
所
間
異
動
等

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
）

水
内
荘
総
務
課
長
／
原
田
茂
（
再
）

み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
主
任
支
援
員
／
竹
内
紳

一
郎
（
松
本
ひ
よ
こ
主
任
支
援
員
）

歩
楽
里
係
長
木
下
香
織
（
歩
楽
里
主
任
支
援
員
）、
支
援
員

／
和
田
麻
奈
美
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
）

信
濃
学
園
所
長
兼
総
務
課
長
兼
支
援
課
長
／
長
田
基
佳

（
再
）、
係
長
／
小
松
聖
司
（
信
濃
学
園
主
任
支
援
員
）、
支

援
員
／
江
田
翠
（
西
駒
郷
支
援
員
）、
北
村
健
一
（
松
本
ひ

よ
こ
支
援
員
）、
小
林
か
を
る
（
ほ
っ
と
ジ
ョ
イ
ブ
支
援
員
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
心
理
治
療
員
／
宮
島
真
理
（
中
央
児
童
相

談
所
推
進
員
）

松
本
ひ
よ
こ
支
援
員
／
棚
田
英
孝
（
み
の
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
支
援
員
）、
飯
森
悠
太
（
西
駒
郷
支
援
員
）

ほ
っ
と
上
伊
那
所
長
／
森
岡
恵
子
（
再
）、
係
長
／
西
郷
泰

久
（
水
内
荘
主
任
支
援
員
）、
支
援
員
／
高
橋
智
広
（
西
駒

郷
支
援
員
）

辰
野
町
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
奥
村
志
穂

（
ほ
っ
と
上
伊
那
支
援
員
）

西
駒
郷
相
談
支
援
係
長
／
落
合
尚
子
（
地
域
生
活
支
援
係

長
）、
支
援
員
／
茂
木
誠
（
ほ
っ
と
上
伊
那
主
事
）、
駒
ヶ
根

支
援
事
業
部
長
兼
宮
田
支
援
事
業
部
長
／
北
嶋
昭
（
上
伊
那

圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）

ひ
ま
わ
り
支
援
課
長
／
今
村
秀
枝
（
ま
つ
ば
支
援
課
長
兼

わ
ー
く
宮
田
課
長
）、
係
長
／
佐
藤
憲
司
（
障
が
い
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
係
長
）、
ま
つ
ば
支
援
課
長
兼
わ
ー
く
宮
田
課
長

／
市
瀬
元
彦
（
再
）、
わ
ー
く
宮
田
係
長
／
矢
澤
久
美
（
ま

つ
ば
支
援
課
係
長
）、
支
援
員
／
小
野
智
子
（
障
が
い
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
課
指
導
員
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
支
援
員
／

相
野
田
智
昭
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
主
任
支
援
員
）

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
／
佐
藤
靖
（
再
）、
総
務
課
管

理
係
長
兼
企
画
係
長
／
新
井
孝
尚
（
西
駒
郷
主
任
支
援
員
）

（
令
和
元
年
7
月
1
日
付
）

事
務
局
主
事
／
丸
田
か
お
り
（
松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
）

退
職

（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
）

水
内
荘
総
務
課
長
／
仙
仁
健
一

歩
楽
里
支
援
員
／
井
浦
麻
梨

信
濃
学
園
心
理
・
支
援
員
／
小
出
千
広
、
支
援
員
／
竹
入
夏

希
、
金
子
杏
弓

松
本
あ
さ
ひ
学
園
心
理
治
療
員
／
中
島
優
香

ほ
っ
と
上
伊
那
所
長
／
矢
花
尚
利

西
駒
郷
主
任
栄
養
士
兼
主
任
支
援
員
／
清
水
寿
、
ひ
ま
わ
り

支
援
課
長
／
市
瀬
元
彦
、
わ
ー
く
宮
田
支
援
員
／
野
溝
斉

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
矢
野

芳
子

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
／
佐
藤
靖

（
平
成
3１
年
５
月
９
日
付
）

西
駒
郷
看
護
師
／
市
河
紀
子

（
平
成
3１
年
５
月
３１
日
付
）

上
伊
那
圏
域
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
／
春
日
聡

（
令
和
元
年
６
月
３０
日
付
）

西
駒
郷
支
援
員
／
合
田
成
穂

（
令
和
元
年
8
月
３１
日
付
）

水
内
荘
支
援
員
／
滝
澤
宏
祐

八
雲
日
和
支
援
員
／
島
津
由
香

（
令
和
元
年
１０
月
３１
日
付
）

松
本
あ
さ
ひ
学
園
支
援
員
／
林
孝
行

（
兼
）：
他
職
と
の
兼
務
職
員

（
再
）：
退
職
後
、
再
雇
用
職
員
等

内川 敬子からの
メッセージ

支援員

寄付申出者 寄付先 寄付内容
長野ブロック事業所協力会様 水内荘 車両1台
長野ブロック事業所協力会様 水内荘 体育館照明LED工事
友田自動車（株）様 水内荘 車両1台
中原秋男様（元利用者） 西駒郷 1,000,000円
西駒郷保護者会様 西駒郷 433,586円
（株）北澤電機製作所様 西駒郷 300,000円
（株）幸建設安全衛生協力会様 松本ひよこ プロジェクター1台、

レジスター1台

ザ・ビッグ山形店様 信濃学園 クリスマスケーキ等
水内荘グループ施設家族会様 水内荘 泉水祭花火代
豊野区様 水内荘 〃
泉平組様 水内荘 〃
栗原建一様 水内荘 〃
豊野郵便局様 水内荘 〃
浅野郵便局様 水内荘 〃
友田自動車（株）様 水内荘 〃
（株）東信えぼし様 水内荘 〃
（株）中島薬局様 水内荘 〃
（有）中村精肉店様 水内荘 〃
（有）長野ファクス商会様 水内荘 〃
（特非）豊野結いの会様 水内荘 〃
事務局親睦会 水内荘 〃
三浦慶昭様（職員） 歩楽里 個人野菜の売上代

編集後記 
千曲川の堤防決壊を知り、すぐ
に被災地へ向かったのですが、
浸水被害はもちろん、道路の渋
滞、停電による活動制限、回収
されないゴミの山…と、TVで
は知り得なかった現実を目の当
たりにしました。どこから手を
付けてよいのか、夢か現実か分
からないような不思議な感覚。
そして、このような状況を今後
はHPやSNS等でリアルタイ
ムに発信できるよう、事業団の
情報発信のあり方もテコ入れを
しなければと今更ながら痛感し
ました。� （中村）

◆平成30年度寄付一覧

「松本ひよこではブラジル産の生豆を自家焙煎し、販売し
ております。口当たりはなめらかで香ばしく飲みやすい味
と好評をいただいております。
酸味も苦味も程よくバランスの良い味なので、朝に、午前
午後のブレイクタイムに是非一度ご賞味ください。癖のな
い味わいなので苦手でなければブラックもお薦めです」


